
■■

青
森
県
指
定
文
化
財
解
説

そ
の
三

(
天
然
記
念
物
)

本
県
指
定
天
然
物
は
青
森
県
文
化
財
保
護
条
令
施
行
規
則

(
昭
和
二

十
九
年
六
月
二
十
二
日
公
布
)
に
基
き
､
動
物
､
植
物
お
よ
び
地
質
鋳

物
の
う
ち
学
術
上
貴
重
で
'
わ
が
郷
土
の
記
念
と
な
る
も
の
を
選
定
し

た
の
で
､
昭
和
三
十
年

1
月
か
ら
宇
十
四
年

1
月
現
在
で
植
物
関
係
十

件
'
鉱
物
'
地
質
関
係
二
件
､
動
物
園
係
は
な
-
合
計
十
二
作
の
記
念

物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
｡

天
然
記
念
物
の
指
定
基
準
は
昭
和
二
十
六
年
五
月
十
日
文
化
財
保
護

委
員
会
告
示
第
二
号
に
嘩
均
し
た
.
こ
の
基
準
の
植
物
の
部
に
十
二
項

目
あ
り
､
そ
の
E
に
名
木
､
玉
樹
'
老
樹
､
崎
形
木
.
栽
培
植
物
の
原

木
､
並
木
､
杜
叢
と
出
て
い
る
｡
そ
し
て
b
f樹
と
は
樹
種
に
園
係
な
-

甚
大
な
幹
国
を
有
し
稀
有
の
生
長
を
と
げ
た
も
の
で
'
軍

馬
は
左
程
間

鴎
に
し
な
い
,
低
木
で
も
特
に
太
-
生
長
し
た
も
の
は
指
定
4tlれ
る
｡

老
木
は
正
確
な
樹
令
の
も
の
稀
な
の
で
'
老
樹
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も

の
は
極
ま
れ
で
あ
る
O
名
木
と
は
著
し
5
横
形
を
呈
L
t
ま
た
特
異
の

田

干

蔵

発
生
を
遂
げ
'
あ
る
S
は
診
稀
の
種
類
に
ぞ
-
す
る
も
の
で
､
多
-
は

栽
柿
さ
れ
､
ま
れ
に
は
野
生
の
も
の
も
あ
る
｡
崎
形
と
は
帯
化
輩
の
協

木
の
よ
う
な
も
Q
で
'
本
県
で
指
定
さ
れ
た
物
件
の
大
部
分
は
互
樹
で

並
木
と
崎
形
も
加
わ
っ
て
い
る
.

r

北
金
ケ
茸
の
イ
チ
ョ
ウ

(
J
株
)

所
在

西
津
軽
郡
深
浦
町
北
金
ヶ
沢

指
定

昭
和
三
十
年

7
月
七
日

(
管
理
者
深
浦
町
)

樹
相

異
常
発
育
を
と
げ
た
宜
樹
の
T
つ
で
'
本
幹
Q
太
さ
は
枝
か

ら
乗
れ
さ
が
っ
た
気
根

(
俗
称
ナ
チ
)
の
繁
茂
に
よ
っ
て
測
れ

な
い
が
､
本
幹
を
取
-
ま
く
気
根
と

7
括
し
て
測
定
し
た
周
囲

は

7
九

･
川
○
米
､
あ
る
か
ら
本
幹
は
少
く
と
も

T
T
米
余
と

推
定
し
て
い
る
｡

附
並
に
は
折
骨
の
園
の
伝
承
も
あ
り
'
麿
応
-
応
永

(
T
三
四

〇
～
T
四
〇
1
年
)
間
の
苫
碑
も
あ
-
'
山
城
の
遺
跡
を
持
つ



所
か
ら
､
鎌
倉
時
代
以
来
の
老
木
と
推
考
さ
れ
て
S
る
.
梯
勢

旺
盛

の
Tpl牌
で
あ
る
の
と
附
正
の
史
跡
と
関
れ
ん
し
て
貴
重
な

記
念
物
と
し
て
保
存
す
べ
き
で
あ
る
｡

二

銀
青
木

(
一
株
)

所
在

上
北
郡
七
戸
町
字
銀
南
木
五
奄
河
原

指
定

昭
和
三
十

7
年
五
月
十
四
日

(
管
理
者
七
戸
町

銀

南

木
部

落
)

樹
相

本
幹
の
太
さ

二

･
六
米

幹
直
径
三

･
七

〇
米
'
樹
高
二

〇
米
の
堆
木
で
'
枝
が
四
方
に
茂
-
樹
冠
7
地
積
約
四

･
九
ア

ー
ル
に
及
び
'
枝
よ
SL
さ
が
っ
て
S
る
気
根
も
見
事
な
も
の
で

あ
る
｡

由
緒

法
心
国
師
本
州
最
北
端
の
都
.
倉
岡
に
絵
島
瑞
が
ん
寺
よ
-

移
住
'
御
庵
を
結
ん
だ
門
前
に
植
え
つ
け
た
も
の
で
'
推
定
横

合
約
七
百
年
の
大
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
｡
四
荘
部
落
民
に
乳
乞
樹

と
し
て
崇
挿
さ
れ
､
且
つ
将
来
性
に
富
む
記
念
物
で
あ
る
ぐ

以
上
二
伸
は
県
指
定
の
大
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
が
､
お
葵
附
公
孫
樹

(
葉

上
に
ギ
ン
ナ
ン
即
ち
実
が
つ
-
)
と
S
う
診
品
の
見
つ
か
ら
な
S
の
は

不
思
議
で
あ
る
っ
な
お
国
の
指
定
を
う
け
て
S
る
大
公
孫
樹
は
､
上
北

郡
十
和
田
町
法
量
字
淵
択
'
善
止
寺
跡
に
あ
る
｡
樹
高
三

〇
米
余
､
帝

国

7
11Ji米
余
.
幹
直
径
四
･
四
〇
米
で
'
日
本
第
二
の
大
公
孫
樹
で
あ

る

(第

L
位
は
岩
手
県
久
慈
市
長
泉
寺
の
も
の
で
幹
図

7
四
米
余
)

0

国
の
指
定
を
う
け
る
公
孫
櫛
の
賓
格
は
､
幹
図
八
米
以
上
と
な
っ
て
S

る
か
ら
.
本
県
に
は
多
数
の
有
資
格
樹
が
あ
る
｡

日
本
で
天
然
記
念
物

の
指
定
を
う
け
て
S
る
イ
チ
ョ
ウ
は
二
十
六
件
も
あ
-
､
北
に
進
む
と

そ
の
P
]樹
が
多
-
な
る
が
北
海
道
に
は

7
件
も
な
S
o
イ
チ
ョ
ウ
は
中

国
原
産
で
日
本
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
移
入
栽
増
さ
れ
た
と
S
わ
れ
て
S

る
｡
こ
の
植
物
は
地
質
時
代
に
は
繁
栄
を
き
わ
め
種
類
も
多

か

っ
た

が
'
現
在
で
は
た
だ

一
種
中
生
代
の
遺
留
植
物
と
し
て
東
亜
の

7
角
に

残
存
し
､
生
き
た
化
石
と
い
う
べ
き
貴
重
な
も
の
で
あ
る
.
因
み
に
イ

チ
ョ
ウ
は
火
事
に
対
し
非
常
に
抵
抗
力
が
強
S
と
S
う
こ
と
を

7
1TlB
し

て
お
-
0

三

う
つ
ぎ

(
l
株
)

所
在

三
戸
郡
階
上
村
大
字
赤
保
内
字
赤
保
内
五
蛭
子
安
三
宅
地
内

指
定

昭
和
三
十

7
年
五
月
十
E
I
日

(
管
球
者
蛭
子
安
二
二

樹
相

地
上
約
十
七
糎
の
幹
図

一
･
五
四
米
'
こ
の
部
分
よ
り
三
重

幹
を
派
出
し
､
各
麦
幹
は
高
さ
約
二
米
に
達
し
'
枝
毛
を
豊
か

に
つ
け
六
月
の
開
花
時
に
は
壮
観
を
呈
す
る
｡

由
緒

別
に
記
録
も
な
く
､
所
有
者
蛭
子
家
の
組
先
が
庭
の
か
き
ね

に
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
S
る
｡
現
在
は
か
き
ね
と
は
な
れ
た

宅
地
内
に
あ
る
｡

ウ
ツ
ギ
は

ユ
キ
ノ
シ
タ

(
虎
耳
草
)
科
の
落
葉
低
木
で
､
北
海
道
.
杏

州
､
九
州
の
山
野
に
普
通
な
も
の
で
二
向
き
二
米
内
外
枝
は
申
基
で
よ

-
茂
-
､
薬
は
対
生
で
卵
形
乃
至
広
S
披
針
形
､
ふ
ち
に
鋪
鋸
歯
が
あ

り
表
面
は
ざ
ら
つ
き
､
裏
面
に
は
星
形
の
小
宅
が
あ
る
〇
五
､
六
月
の

- 7 -



侯
枝
先
き
に
白
S
五
弁
花
k
.
絵
状
に
つ
け
る
､
陰
暦
四
月

(卯
月
)
に

開
花
す
る
の
で
卯
の
花
の
名
も
あ
る
.

ウ
ツ
ギ
の
大
木
は
日
本
で
は
記
録
が
な
S
.
所
在
地
の
環
境
が
よ
く

現
在
に
至
ら
し
め
た
も
の
で
.
全
国
的
な
診
木
の
1
つ
と
し
て
保
存
の

′
要
が
あ
る

.

四

茨
島
の
ト
手
ノ
キ

(
】
株
)

所
在

三
戸
郡
階
上
村
大
字
赤
保
内
字
茨
島
二
茨
島
豊
載
宅
地
内

指
定

昭
和
三
十
年

一
月
七
日

(
管
理
者
茨
島
豊
蔵
)

樹
相

樹
高
的
二
川
米
､
幹
困
約
六
米
､
樹
勢
よ
-
枝
葉
繁
茂
L
t

樹
冠
下
の
地
積
約

二
二
･
二
ア
ー
ル
に
達
す
る
｡
そ
し
て
'
枯

損
部
も
な
-
毎
年
多
量
の
実
を
探

る
.
南

側

の
枝

(
径
四
五

･
四
糎
)
は
垂
れ
て
地
表
に
つ
S
て
S
る
｡
推
定
樹
令
は
約
六

百
年
か
ら
八
百
年
位
で
､
東
北
地
方
で
ま
れ
に
見
る
ト
チ
の
官

樹
で
あ
る
｡

由
緒

茨
鳥
蒙
の
組
先
が
こ
の
地
に
落
着

S
た
際
､
宅
地
に
ィ
チ
ョ

ウ
か
カ
ツ
ラ
の
大
木
が
あ
-
､
こ
れ
は
自
然

に
枯
死
し
た
の
ち

家
中
に
不
祥
が
続
き
､
神
意
に
実
の
な
る
木
を
植
え
よ
と
あ
っ

た
の
で
､
植
つ
け
た
の
は
現
在
の
ト
チ
ノ
キ
で
あ
る
0

-
チ
ノ
キ
は
ト
チ
ノ
千
科
の
日
本
特
産
落
草
高
木
で
､
七
草
樹
､
栃
､

橡
､
糊
の
漢
字
が
用
S
ら
れ
､
北
海
道
､
本
州
お
よ
び
中
国
に
分
布
す

る
.
日
本
で
は
高
三

二
〇
米
幹
径
二
米
に
達
す
る
発
育
を
見
る
も
の
で

あ
る
が
､
国
の
指
定
を
う
け
て
S
る
ト
チ
ノ
キ
は
四
件

(
富
山
二
件
､

兵
庫

丁
件
'
広
島

丁
件
)
あ
る
に
す
ぎ
な
S
｡
日
本

1
の
大
栃
は
富
山

県
東
砺
波

(
L
と
な
み
)
郡
利
賀
村
脇
谷
の
も
の
で
'
幹
囲
約

二

･

八
米
'
こ
こ
よ
-
上
方

一
･
五
〇
米
の
幹
園
で
九

･
七
米
も
あ
る
｡
な

お
本
県
に
は
各
地
に
ト
チ
ノ
キ
の
互
樹
が
あ
-
､
そ
の
二
･
三
Q
例
を

示
す
と
二
二戸
部
新
郷
村
西
鶴
宇
検
久
保

ハ
民
有
林
)
の
逆
橡

(
サ
カ
サ

ー
チ
)
は
樹
高
二
〇
米
､幹
図
四

･
五
二
米
'
幹
径

一
･
四
四
米
'推
定

横
合
約
三
百
年
､
下
北
郡
大
畑
町
深
山
沢
.(
国
有
林
)
の
深
山
の
大

検

蛙
二
TL株
あ
り
'
そ
の

T
は
樹

高

7
九

米
､
幹
囲
五

･
三
〇
米
､
幹
径

;
･
六
九
米
'
推
定
樹
令
約
五
百
年
.
そ
の
二
は
樹
高
二

1
米
'
幹
図

六

･
四
二
米
､
幹
径
二
･
〇
四
米
､
推
定
樹
令
約
五
百
年
と
さ
れ
て
S

る
.
本
県
茨
島
家
の
ト
チ
ノ
キ
は
樹
木
崇
葬
の
念
J
-
栽
植
さ
れ
､
全

国
的
大
検
に
近
-
生
育
し
将
来
性
も
多
分
に
存
す
る
た
め
県
指
定
と
な

っ
た
｡

五

重
の
木

(
l
株
)

所
在

三
戸
郡
三
戸
町
六
日
町
二
九
番
地
似
鳥
倫
夫
宅
地
内

指
先

昭
和
三
十

7
年
五
月
十
四
日

(
管
甥
者
似
鳥
倫
夫
)

観
相

桑
の
大
木
で
高
さ
九

･
二
七
米
.
主
幹
図
二
･
七
二
米
､
枝

張
-
の
勢
よ
く
東
西
に

T
六

･
七
〇
米
を
Q
ば
し
､
葉
は
良
質

の
も
の
で
約
五
六

7
敬

二

五
〇
貫
)
余
を
着
け
て
S
る
｡
こ

の
桑
の
品
種
は
山
中
高
助
で
あ
る
｡

由
緒

栽
楠
の
記
録
は
明
か
で
明
治
七
年

二

八
七
四
二
描
島
県
で

育
威
し
た
苗
木
を
､
璽
八
年
三
戸
町
役
場
で
取
寄
せ
､
翌
九
年

8



先
代
似
鳥
新
六
が
自
宅
裏
の
畠
に
植
付
け
た

1
本
が
現
在
の
大

桑
で
あ
る
｡
以
前
三
戸
地
方
は
養
蚕
中
心
地
帯
で
栽
桑
も
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
の
記
念
と
も
な
Jsa
､
こ
の
よ
う
な
大
桑
は
稀
に

で
き
る
の
で
極
め
て
貴
重
な
記
念
物
で
あ
る
｡

桑
は
ク
ワ
科
の
落
筆

向
木
ま
た
は
低
木
で
中
国
お
よ
び
日
本

に
分

布

し
~
ま
れ
誓
二
百
年
余
の
横
合
を
保
つ
も
の
も
あ
る

(
下
北
郡
大
間
町

に
切
株
の
年
輪
百
五
十
以
上
に
達
し
た
も
の
も
あ
っ
た
)
.
三
戸
の
大

桑
は
現
在
八
十
五
年
に
な
り
将
来
性
に
富
ん
で
S
る
0
日
本
で
国
の
指

定
を
つ
け
て
S
る
も
の
二
件
あ
る
.
調
書
の
大
桑

(
新
潟
県
両
津

市
)

と
薄
根
の
大
桑

(
群
馬
県
沼
田
市
石
墨
)
と
は
そ
れ
で
あ
る
が
二

二
戸

の
大
桑
よ
り
は
大
き
-
な
S
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
｡
昭
和
二
年
天
然

記
念
物
調
査
報
告
に
'

(
植
物
之
部
第
七
輯
)
zII本

7
の
大
桑
と
し
て

隔
岡
県
筑
紫
郡
山
口
付
の
二
本
を
取
上
げ
て
S
･花
が
'
枯
揖
し
た
の
か

指
定
に
は
な
っ
て
い
な
S
.
当
時
三
戸
の
大
桑
と
比
較
し
て
み
た
が
'

高
さ
太
さ
共
に
三
戸
の
桑
は
ま
き
つ
て
お
っ
,冗

(
測
定
比
較
表
省
暑

)

三
戸

の
大
桑
は
延
伸
生
長
は
止
ま
り
'
稽
端
は
枯
れ
て
低
く
な
っ
て

S
る
が
'
幹
の
太
さ
は
年
毎
に
増
し
て
S
る
.
昭
和
十

7
年
の
樹
高
は

一
二

･
二
〇
米
で
あ
っ
た
が
､
現
在
は
九

･
二
七
米
で
約
三
米
近
-
上

方
の
枝
が
枯
指
し
た
o
幹
囲
竺

1
･
三
〇
米
で
あ
っ
た
の
が
二

･
七
二

米
に
な
っ
て
い
る
.
管
理
を
怠
ち
な
S
と
ま
だ
ま
だ
肥
大
生
長
が
行
わ

れ
る
｡
管
理
者
似
馬
偏
夫
が
周
到
に
守
護
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
〇

大

法
光
等
参
道
松
並
木

(
二
十
三
珠
)

所
在

三
戸
郡
名
川
町
字
法
光
寺
の
参
道

指
定

昭
和
三
十
三
年

1
月
二
十
二
日

(
管
理
者
法
光
寺
)

現
場
は
法
光
寺
の
参
道
(
坂
道

)で
~
並
木
の
主
要
素
は
ア
カ
マ
ツ
の
優

雅
な
容
姿
の
批
木
二
十
三
株
で
あ
る
｡

そ
の
母
体
格
の

l
株
は
地
方
名

枝
垂
橡
と
呼
ば
れ
参
道
入
口
に
坐
を
占
め
'高
三

二元

米
~幹
図
四
米
の

立
派
な
大
木
で
あ
る
｡
場
所
は
水
田
に
5
'く
常
風
の
環
境
で
､
幹
は
や

や
斜
南
方
に
傾
き
風
成
樹
形
を
示
し
て
S
る
｡
枝
坂
は
上
部
に
繁
り
恰

も
天
女
の
舞
う
が
如
き
容
姿
~
実
に
愛
ら
し
S
o
こ
の
寿
命
は
法
光
等

記
録

｢
伝
功
記
｣
に
よ
る
と
'
法
光
寺
は
鎌
倉
時
代
の
建
設
で
､
延
宝

四
年

(
〓
ハ
七
六
)
こ
の
寺

の
十
二
代
任
職
が
､
寺
の
内
項
と
し
て
枝

垂
桧
四
百
二
十
七
本
を
参
道
に
栴
え
た
と
あ
-
'
そ
の
後
伐
探
さ
れ
現

在
の
枝
重
松

7
本
だ
け
残
っ
た
の
で
'
約
二
百
八
十
三
年
を
軽
過
し
て

S
る
｡
他
の
松
は
伐
採
跡
地
に
構
え
ら
れ
た
も
の
で
'
樹
高
約
二
〇
米

位
に
生
長
し
枝
振
も
雅
致
に
と
む
将
来
性
を
も
つ
寺
閣
林

の
要
素
と
認

め
県
指
定
と
し
た
O
法
光
寺
は
北
条
時
頼
と
因
縁
洋
か
-
'
四
周
の
山

岳
景
観
も
雄
大
で
県
立
公
開
の
指
定
も
う
け
て
S
る
.
日
本
で
松
の
天

然
記
念
物
は
二
十
九
件
あ
る
が
'
単
な
る
宜
樹
と
し
て
で
は
な
く
名
木

の
格
で
指
定
さ
れ
て
S
る
も
の
が
多
い
o
名
木
と
し
て
は
高
さ
よ
-
ち

幹

の
太
さ
と
枝
振
-
が
菅
格
と
な
-
'
幹
の
太
さ
は
七
米
以
上
が
選
ば

れ
､
四
米
以
下
で
は
失
格
に
な
っ
て
S
る
の
が
普
通
で
あ
る
.
三
保
松

原
､
気
比
の
松
原
な
ど
は
記
念
物
の
名
除
に
指
定
さ
れ
て
S
る
｡
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七

閲
の
杉

(
一
株
)

所
在

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
関
字
栃
内

指
定

昭
和
三
十
年

i
月
七
日

(
管
理
者
深
浦
町
)

樹
相

場
高
約
二
云

米
'
幹
図
七

･
〇
三
米
'
幹
の
中
央
部
以
上
の

所
か
ら
太
枝
が
重
な
り
あ
5
.
本
幹
か
ら
幾
本
か
の
杉
が
生
え

出
し
た
か
の
よ
う
な
感
に
打
た
れ
る
｡
樹
冠
は

一
般
の
杉
と
異

な
-
'
離
れ
て
み
る
と
恰
も
窪
を
伏
せ
た
形
に
似
て
S
る
た
め

カ
メ
ス
ギ
と
呼
ば
れ
て
S
る

(老
型
)
0
本
幹
の
上
部
に
は
円

形
の
小
孔
多
数
あ
り
小
鳥
の
巣
に
つ
か
わ
れ
た
-
蛇
の
棲
豪
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
.
こ
の
老
杉
の
寿
命
は
お
そ
ら
く

7
千
年

近
S
も
の
と
推
定
さ
れ
て
S
ス
.
こ
の
老
杉
の
周
-
に
層
応
三

年

(
7
三
四
〇
)
か
ら
応
永
八
年

(
7
四
〇
1
)
の
問
の
板
碑

群
(
悶
二
基
)
あ
る
所
か
ら
推
定
し
､
そ

の
頃
に
は
す
で
に
宣
揚

の
面
木
と
し
て
カ
メ
ス
ギ
が
存
在
し
て
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
｡

ま
す
形
の
変
っ
た
迭
L
S
老
杉
で
大
切
に
保
存
す

る

要

が

あ

る
｡

∧

大
杉

(
二
株
)

所
在
細
.弘
前
市
大
字
十
腰
内
字
横
沢
七
八
､
殿
鬼
山
神
敢
境
内

指
定

昭
和
二
手

一
年
五
月
十
四
日

(
管
理
者
巌
鬼
山
両
所
)

樹
相

本
県
樋

7
の
大
杉
で
そ

の

7
株
は
高
さ
約
四

7
米
余
'
幹
囲

九

･
六
七
米
､
そ
の
二
の
株
は
高
さ
E
I
T
米
余
ー
幹
図
八

･
四

七
米
､
樹
勢
よ
く
そ
の
壮
ど
ん
さ
'
実
に
千
古
の
傍
を
偲
ぶ
に

た
る
好
賓
料
'
貴
重
な
る
神
木
と
し
て
永
-
保
存
の
要
あ
-
0

由
緒

大
杉
所
在
地
は
元
岩
木
山
神
酷
の
所
在
地
で
~
寛

治

五
年

(
一
〇
九

;
)
現

在

の
百
沢
に
移
転
し
た
と
岩
木
山
神
配
の
縁

起
に
あ
る
こ
と
か
ら
~
推
定
樹
令
は
約

7
千
年
位
と
さ
れ
て
S

る
｡

九

爺
杉

(
l
株
)

所
在

三
戸
郡
名
川
町
大
字
法
光
寺

(法
光
寺
山
門
前
)

指
定

昭
和
三
十
三
年

一
月
二
十
二
日

(
管
理
者
法
光
寺
)

樹
相

樹
高
約
三
五
米
､
幹
固
約
七
米
の
孤
立
木
で
'
生
長
停
止
し

た
老
杉
で
あ
る
が
枝
薬
の
繁
茂
坂
は
威
容
に
と
み
四
周
を
圧
倒

す
る
の
感
に
打
た
れ
る
｡
杉
の
根
元
に
は
フ
ジ
の
大

株

が

生

え
~
太

S
つ
る
が
杉
の
中
部
位
の
所
ま
で
絡
ま
-
~
こ
の
花
期

に
は
杉
の
練
と
調
和
し
た
花
彩
の
実
は
~
心
無
き
身
に
も
れ
S

妙
に
し
て
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
自
然

の
秘
密
に
打
た
れ
る
だ

ろ
う
○

由
緒

建
長
年
間
法
光
寺
開
山
後
ま
も
な
-
'
境
内
と
門
前
に

7
本

ず
つ
杉
を
植
付
け
た
と
伝
え
ら
れ
'
そ
の
門
前

の
杉
は
現
在
の

爺
杉
で
.
こ
の
杉
に
双
物
を
あ
て
る
と
必
ず
重
傷
あ
る
S
は
重

患
の
桐
S
あ
る
と
言
伝
え
ら
れ
~
そ

の
伐
採
を
菟
れ
今
日
追
敷

百
年
の
存
在
を
保
っ
た
｡
境
内
の
も
の
は

姐

杉

(
バ
(.(
T(
ギ
)

と
S
わ
れ
た
大
杉
で
あ
っ
た
が
'
維
新
後
無
心
に
も

伐

探

さ

れ
'
爺
杉

(
''･L
ジ
ス
ギ
)
は
残
存
し
て
昔
を
物
語
っ
て
S
る
O
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樹
木
崇
帯
の
精
神
で
最
初
に
夫
婦
杉
と
し
て
栢
付
け
~
生
長

後
に
は
艦
杉
を
先
き
に
伐
採
す
る
の
は
日
本
各
地
の
風
習
の

よ
う
で
あ
る
.
日
本
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
5
る
爺
婚
杉

の
大
木
は
三
件
あ
る
が
､
爺
姐
の
そ
ろ
っ
て
5
る
も

の
は
栢

島
県
田
村
郡
小
野
町
諏
訪
両
統
境
内
の
も
の
だ
け
で
､
山
形

県

朝

里

町

の
爺
杉

(
高
さ
E
I二
米
日
通
-
幹
図
七
･
七
〇

米
)
茨
城
県
高
萩
市
安
良
川
の
爺
杉
の
二
件
は
~
何
れ
も
塩

杉
は
発
き
に
伐
ら
れ
て
5
る
｡
現
代
か
ら
観
て
は
あ
ま
-
の

ぞ
ま
し
く
な
S
風
習
で
あ
る
｡

十

天
狗
杉

(
一
株
)

(
下
図
写
実
)

所
在

三
戸
郡
南
部
村
大
字
大
向
字
長
谷
､
意
光
院
の
東
南
約

1

五
〇
米
の
路
傍

指
定

昭
和
三
十
三
年

一
月
二
十
二
日

(
管
理
着
意
光
院
)

樹
相

樹
高
約
三
三
米
.
幹
国
約
三
･
九
米
'
掛
合
約
三
百
年
~
横

は
伸
直
に
細
長
5
発
育
旺
盛
の
帯
化

(
石
化
)
し
.た

7
種
の
崎

形
杉
で
学
術
上
珍
稀
の
も
の
で
あ
る
o
上
部
の
枝
は
帯
状
に
屈

側
し
先
端
に
多
数
の
枝
葉
が
叢
生
し
て
線
の
団
球
を
形
威
し
て

5
る
｡
そ

の
状
恰
も
天
狗
の
頭
に
似
て
5
る
と
5
う
の
で
天
狗

杉

の
名
が
つ
け
ら
れ
た
｡
帯
化
は
本
来
円
錐
形
の
生
長
点
が
'

異
状
に
横
に
ひ
ろ
が
-
帯
状
に
枝
垂
が
稿
平
に
な
る
現
象
で
遺

伝
性
が
あ
る
.
杉
の
大
木
と
し
て
帯
化
し
た
の
は
極
め
て
珍
し

S
も
の
で
､
天
狗
杉
は
天
下
の
記
念
物
に
価
す
る
.

一■
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由
緒

地
元

Q
ll一l口
5
伝
え
は
現
存
の
天
狗
杉
は
二
代
目
の
も
の
で
~

初
代
天
狗
杉
は
約
五
百
数
十
年
前

(建
徳
年
間
)
'
長
慶
天
皇

の
従
者
が
~
大
和
の
国
よ
-
種
子
を
持
来
た
り
~
そ
の
苗
が
生

育
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
~
約
二
二百
年
前
に
部
落
民
に

伐
探
さ
れ
た
｡
そ

の
後
間
も
な
-
そ
の
跡
に
先
代
と
変
ら
な
5

現
在
の
天
狗
杉
が
生
え
た
と
言
う
の
で
あ
る
0
或
は
先
代
伐
採

前

の
実
生
が
現
在
の
代
物
か
学
界
の
謎
で
あ
ろ
う
｡

杉
は
日
本
特
産
の
植
物
で
青
森
県
か
ら
九
州

の
屋
久
島
ま

で
植

林

さ

れ
､
北
海
道
に
は
自
生
し
な
S
o
本
県
の
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
は



四
件
五
株
で
､
長
谷
の
天
狗
杉
は
喧
形
梯
で
あ
る
が
､
他
の
杉
は
何
れ

も
老
巨
樹
の
菅
格
で
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

国
の
指
定
を
う
け
た
杉
は
日
本
に
四
十
六
件
あ
る
｡
そ
の
大
き
さ
の

基
準
は
幹
図
八
米
以
上
の
も
の
は

1
応
合
格
と
さ
れ
､
八
米
以
下
の
も

Q
で
も
条
件
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
5
る
0

こ
の
川
十
六
件
の
う
ち
幹

図
十
米
以
上
の
も
の
は
二
十
件
も
あ
る
O
規
在
日
本
で
最
大
の
杉
と
さ

れ
て
､い
る
の
は
二
鳥
知
県
長
岡
郡
大
豊
村
字
杉
､
八
阪
両
社
の
大
杉
で

(
北
大
杉
'
南
天
杉
の
二
株
)
､
南
大
杉
は
根
元
の
ま
わ
-

〓
ハ
･
七
米

日
通
-
幹
囲

t
五
米
､
胡
高
五
八
米
で
特
別
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
5

る
0
杉
は
商
か
ら
北
に
進
む
に
つ
れ
て
小
さ
-
な
っ
て
5
る
の
が
通
則

だ
が
､
本
県
で
も
十
腰
内
の
大
杉
は
国
の
指
定
菅
柊
の
大
き
さ
を
確
保

し
､
他
の
杉
も
基
準
に
近
-
生
長
し
て
5
る
こ
と
は
本
県
と
し
て
喜
ぶ

べ
き
点
で
あ
る
｡

最
後
に
卓
櫨

の
太
さ
を
測
る
に
は
国
の
基
準

は

地

上

7
･
五
〇
米

(
目
通
り
の
高
さ
)
の
所
と
.根
元
の
太
さ
を
測
る
こ
と
に

な

っ

て

5

る
｡
幹
の
直
径
も
日
通
-1
の
高
さ
で
測
る
が
､
こ
の
部
分
に
大
き
な
癖

が
あ
る
と
そ

の
直
上
と
直
TL･
の
二
ヶ
所
を
測

-1
'
ま
た
日
通
-
以
TL･
の

高
さ
で
分
枝
す
る
と
き
に
は
'
枝
の
畢
生
部
直
下
の
幹
国
と
地
上
の
高

さ
を
測
る
こ
と
に
な
っ
て
5
る
が
暑
式
の
測
樹
法
で
あ
る
.
林
学
で
は

胸
高
と
宿
し
地
上

7
･
二
〇
米
の
所
を
測
る
.
胸
高
Q
位
竃
は
人
軽
の

体
格
と
国
に
よ
る
単
位
の
と
-
方
に
よ
-
多
少
ち
が
S
が
あ
る
｡
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は

一
･
三

〇
米
'
ア
メ
リ

カ

で

は

四

･
五
択

(
7
･
三
七

栄
)
に
な
っ
て
い
る
.

十

一

擾
乱
洞

(
-
ヶ
所
)

所
在

下
北
郡
東
通
柑
大
字
尻
屋
字
八
峠

7

指
定

昭
和
三
十

7
年
五
月
十
四
日

(
管
理
者
尻
屋
村
寺
道
五
郎
松

外
三
十
三
名
)

指
定
面
積

洞
窟
入
口
前
九
九

･
7
七
平
方
米

(
三
〇
坪
.)
お
よ
び

洞
内
全
部

現
状

尻
屋
鐘
乳
洞

(
石
衣
洞
)
は
岩
屋
部
落
か
ら
尻
屋
部
落
に
通

ず
る
県
道
の
右
側
標
高
約
二
〇
米
の
段
丘
に
あ
る
｡
洞
の
入
口

は
極
め
て
狭
く
硬
5
崖
屑
で
出
来
て
5
る
｡
洞
内
は
底
知
れ
た

5
暗
黒
の
世
界
､
足
も
と
は
水
溜
-
や
'
出
て
5
る
石
筒

の
た

め

一
歩
も
進
ま
れ
お
S
o
燭
火
で
洞
の
pq
周
を
眺
め
る
と
天
井

よ
り
物
凄
5
鍾
乳
石
が
ぶ
ら
さ
が
少
､
床
面
か
ら
大
き
な
石
筒

が
伸
び
上
が
り
.
あ
る
所
に
は
こ
の
両
者
が
結
着
し
て

7
本
の

太
S
石
柱
を
形
成
し
て
5
る
.
ま
た
洞
壁
は
美
し
く
石
衣
分
で

塗

り
か
た
め
ら
れ
､
洞
内
の
水
気
で
完
全
に
濡
れ
冷
感
度
が
鋸

-
.
ま
た
天
井
か
ら
お
ち
る
冷
5
水
滴
を
身
に
う
け
る
と

T
厚

の
不
気
味
が
加
わ
る
｡
こ
の
暗
黒
で
歩
る
き
に
-
5
洞
内
で
も

撮
影
術
式
の
進
歩
に
よ
-
色

々
な
写
真
が
で
き
て
5
る
.
こ
の

洞
窟
に
も

7
団
の
コ
ウ
モ
-
が
凄
ん
で
5
る
0
そ
し
て
洞
内
に

は
水
で
丹
精
に
み
が
か
れ
た
人
頭
乃
至
大
豆
大
の
､
円
滑
な
硬

砂
岩
の
磯
が
こ
ろ
が
っ
て
あ
る
が
'
こ
れ
は
洞
外
の
同
標
高
の

12
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岩
面
に
も
分
布
し
て
S
る
｡
洞
の
入
口
か
ら
曙
捌
約
十
米
位
の

洞
壁

(輿
)
は
大
き
な
石
柱
で
ふ
さ
が
れ
た
か
と
田
心
わ
れ
る
節

も
あ
っ
た
の
で
､
少
し
く
打
診
し
て
み
る
と
.
奥
深
S
洞
窟
が

こ
こ
で
塞
が
れ
'
そ

の
奥
の
方
に
も
更
に
見
事
な
基
洞
が
あ
る

の
で
な
S
か
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
.
洞
内
に
は
焚
火
の
跡
と

石
筒
や
鍾
乳
石
を
破
損
し
た
跡
も
あ
っ
た
こ
と
は
遺
憾
き
わ
み

な
か
っ
た

(
昭
和
三
〇
年
八
月
二
+
九
日
調
査
)
.

尻
屋
鍾
乳
洞
は
昭
和
十
二
年
頃
､
日
本
特
殊
鉱
業
金
紋
の
石
衣
石
採
掘

に
よ
っ
て
等
見
さ
れ
た
が
､
そ

の
成
因
に
つ
S
て
は
地
質
学
の
教
え
に
ヽ

ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
S
.
尻
屋
崎
は
標
高
四
〇
〇
米
､
三

〇
〇
米
'

二
六
〇
米
､
二
〇
〇
米
ー

一
六
〇
米
乃
至
二
〇
米
の
段
丘
が
発
達
し
､

多
量
の
石
衣
岩
が
埋
蔵
さ
れ
て
S
る
｡
こ
れ
ら
段
丘
は
更
新
期
新
世
期

の
六
ヶ
所
屠
堆
積
時
代
の
も
の
と
考
証
さ
れ
て
S
る
｡

尻
屋
鍾
乳
洞
は
標
高
二

〇
米
の
岩
屋
小
学
校
と
同
高
度
に
あ
-
'
洞

の
内
外
に
海
水
の
作
用
で
よ
く
み
が
か
れ
た
硬
砂
岩
の
実
L
S
玉
石
が

あ

-
'
洞
峠
面

の
底
が
殆
ん
ど
水
平
に
で
き
て
S
る
点

な
ど
か
ら
､
こ

の
鍾
乳
洞
は
海
蝕
洞
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡
こ
の

石
衣
洞
の
で
き
た
時
の
海
面
が
現
在
の
海
面
よ
少
約
二
〇
米
高

S
所
で

あ
っ
た
か
ら
､
石
衣
岩
の
割
目
か
節
理
が
海
水
の
夜
蝕
を
う
け
て
削
ら

れ
､
次
第
に
奥
深
S
洞
が
で
き
.
石
衣
岩
の
附
近
に
あ
っ
た
崖
屑
も
穴

に
お
ち
て
玉
石
に
み
が
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

そ
し
て
や

が

て
海

退

(′隆
起
)
が
起
り
海
水
面
が
下
が
っ
て
洞
窟
は
陸
地
と
な
り
､
そ

の
人

口
は
崖
層
で
厚
く
被
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

洞
内
で
は
石
衣
岩
の
轡

目
に
地
下
水
が
途
降
す
る
際
に
.
石
衣
分
を
と
か
し
洞
に
到

っ

て
酸

化
､
晶
出

(
再
結
晶
)
し
錯
乱
右
.
石
筒
乃
至
石
柱
が
で
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
S
る
｡
な
お
こ
の
附
近
に
は
洞
の
規
模
を
異
に
し
た
石
衣

洞
が
数
ヶ
所
あ
る
べ
き
筈
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ
て
S
る
｡

尻
屋
鐘
乳
洞

(
石
衣
渦
)
は
小
規
模
で
は
あ
る
が
､
天
然
記
念
物
指

定
基
準
第
八
項

｢
洞
｣
に
該
当
し
て
S
る
の
で
'
県
指
定
も
こ
れ
に
よ

っ
.た
も
の
で
大
切
に
保
存
す
る
要
が
あ
る
｡

今

7
件
県
指
定
の

｢
赤
横
沢
の
赤
岩
｣
が
あ
る
が
'
解
説
は
本
誌
前

早

(
第
十
二
号
)
に
あ
る
o

(
本
協
会
顧
問
)
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